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◆日本文化と禅

両忘庵釈宗活老師の短歌（一）
―『六道游戯集』より―

ゆ げ

堀井 妙泉
◆

猛暑の続いた今年（平成22年）の夏、擇木道場において「禅フロン
たくぼく

ティア」の短歌・俳句のフォーラムがありました。その時の決まって

いた講師のご都合がつかなくなり、急 遽、不肖私が両忘庵釈宗活老
きゅうきょ

師の短歌を鑑賞させていただくことになりました。

歌の鑑賞に入る前に、両忘庵老師のご行履（注１）を簡単にご紹介
あん り

いたします。

老師は明治３年東京麹 町の開業医の四男としてお生まれになり、
こうじまち

昭和29年に世寿85歳で遷化されました。20歳の時、鎌倉の円覚寺の今
せんげ

北洪川禅師に入門され、釈宗演老師

の許で得度され、29歳で大事を了 畢
もと りょうひつ

し、輟翁の号を授かっておられます。
てつおう

この頃より 寺に修行に来る居士、

禅子の面倒を見ておられ、師命によ

り「両忘会」という居士禅を再興、

大正３年に現在の擇木道場を建設さ

れました。昭和14年古希を機に、後

のことを耕雲庵立田英山老師に託さ

れ、兵庫県多田村に隠棲、後世に残
いんせい

る絵画や歌などを作られる遊戯三昧
ゆ げ

両忘庵釈宗活老師

日本文化と禅
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の生活に入られたのであります。

今日は、『六道游戯集』（注２）の「色の巻」か
ゆ げ しき

ら短歌10首を選び鑑賞したいと思います。道眼（注

３）未だ暗く、道力（注４）未熟な私には、もと
いま

より老師の境涯などは到底 覗 い知ることはでき
うかが

ず、真面目を損なうことと存じますが、再三再

四熟読することで、歌の活き活きした面目を拝
い い

し、一句一言に老師の大慈大悲を感ずること切

なるものがありましたので、皆様のご指導をい

ただきながらご紹介したいと思います。

『六道游戯集』をもう少し詳しく言いますと、

釈宗活老師は、晩年兵庫県多田の山村 残夢荘般

若松下（注５）に隠棲されました。その時に禅余の妙技としておられ

た書、絵画、詩歌、彫刻、陶器の製作三昧に遊戯されました。その作

品のあまりの素晴らしさに感銘された耕雲庵老大師が、『六道游戯集』

と名付けて刊行されたものであります。

耕雲庵老大師のご褒詞に【忙中閑を得て、端坐以って 繙 く時は、
ほう し ひもと

一は以って己が修養の資糧となり、一は以って日本文化の粹美を味ふ
も か て す い び

べく……】と申されております。編纂は色の巻、 聲 の巻、香の巻、
へんさん しき しょう

味の巻、觸の巻の５巻に組まれ、どの頁にも両忘庵老師の妙技が光を
そく

放ち、書や彫刻、陶芸など達人芸はもとよりのこと、源氏物語54帖
じょう

のうち、花の宴の巻、 葵 の巻、若紫の巻、紅梅の巻、須磨の巻、明
あおい

石の巻の和歌や、略画など妖しく繊細なタッチで描かれ、息を呑むば
あや

かりでした。今回選出しました短歌にも、源氏物語の 雅 な香りが裏
みやび

打ちされております。

短歌は全巻を通して200首以上あり、全て変体仮名で書かれておら

れましたが、現代人は読めないという声もありましたので、恐れなが

ら現代仮名に変えて、鑑賞させていただきます。
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うちよする音はきかねど白雲の波間に舟のわがすまゐかな

（昭和16年春、霧いとふかき日、わが山舟居をよみて）

打ち寄せてくる波の音は聞こえないが、次々と押し寄せてくる白雲

の波間に、寄る辺もなく漂う小舟のような私の住居である、と詠まれ

ています。山棲みの個の生活に引きつけ、前の見えない状況を、海原
ず さき

に揺れる小舟に比喩されていますが、詞 書にもありますように昭和16
ことばがき

年とは、どのような時代だったのでしょうか。歌は時代背景が加わる

ことで更に空間的広がりと深みが出てきます。当時の時代を概略的に

みても、昭和14年には第二次世界大戦が勃発し、第二次近衛内閣の成

立、そして日独伊三国同盟の調印のもとに、昭和16年12月８日太平洋

戦争へとなだれ込んでいきました。その前年の昭和15年には紀元二千

六百年という盛大なお祭り騒ぎがあり、老いも若きも〈ああ一億の血

が燃ゆる……〉と唄いながら日の丸の旗を掲げ、街中練り歩いた光景
うた

が記憶にあります。大戦争がはじまる前年に何故お祭り騒ぎなのか不

思議でしたが、泥沼化した日支戦争も３年目に入り、リベラルな思想、

活動は弾圧され尽くし、国家総動員法で軍需生産第一となり、主要食

糧は配給制度となって、自由のない軍国主義横行の時代に入りました。

そのような理不尽を精神的に正当化するために、紀元二千六百年の祝

祭を派手に打ち上げたといわれています。

このように国内も国外も常軌を逸し、狂気に向かっている時、禅者
じょうき いっ

としての内面はどのように動かれ、短歌という器にどのような境地が

盛られていたのか、大変興味のそそられることでありました。前の歌
さき

に戻りますが、刻々と変貌していく時代の波に漂いながら、楽しみも、

苦しみも正受してこれを味わい、如何なる逆境に立っても「亦風流じ
い か また

ゃワイ。」と平然と日々是れ好日（注６）の日送りをしておられたこ
にちにち こ こうにち

とが 窺われる歌であります。
うかが
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夕立の降りそこねたる水無月に庵ちかくなく 鶯 の聲
み な づ き いお うぐいす こえ

（７月なかばといふに、なほ鶯の聲しきりなるままに）

上句は風がなく、蒸すように暑い鬱陶しい空気が流れています。降
うっとう

りそうで降らないどんよりとした重い状況を吹き飛ばすように、鶯の

珠の美声が下句に据えられて、限りなく透明な清涼感が表現されてい
たま

ます。鶯を対象的に聞いたのではなく、鶯と一体となって、主客未分

（注７）のこの一瞬のいのちを謳歌しておられ、「明暗双双底」の境
・ ・ ・ お う か

地（注８）が巧まずして表れているように思います。（水無月は旧暦
たく

７月）

待ちわびし心知りてや庵近く訪れて鳴く初ほととぎす
いお

（多田山居 初めて杜 鵑をききて、七十二翁）
ほととぎす

どのような環境にあっても夢を失わず、わくわくした好奇心と若々

しい感性の溢れる歌であります。私の待ち侘びている心を知っている
あふ わ

ように、訪れて声を聞かせてくれますと、初めて訪れたほととぎすと
・ ・ ・ ・ ・

合一し、生命と生命の応呼の 歓 びが伝わってきます。どことなく相
いの ち よろこ

聞の熱きを感じさせ、景と情が一つに溶け合い、まさに啐啄同時（注
ほめ そったく

９）の趣のある歌です。

山媛のおくりものかや草の庵も錦をまとふ庭のもみぢ葉
やまひめ いお

（この秋庭前の紅葉わきてうるはしきままに）

秋もいよいよ深くなり、寂びれた庵のまわりも、彩とりどりの紅葉
さ いろ

で華やかな錦をまとっているようであり、それは山媛の贈り物かもし
やまひめ

れないと詠まれています。〈山媛〉とは山を守り、山を 司 る女神の
つかさど
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ことでありますが、両忘庵老師は源氏物語にも造詣がふかく、源氏54

帖の中から歌や絵画を製作されておられるので、物語の 雅 の美意識
みやび

がご自作の歌に漂っていても不思議でないように思います。下句の〈錦

をまとふ庭のもみじ葉〉を、四季の移り変りの景として額面通りに取

ってもよいけれど、美しい高貴な女性の訪れに、寂れた草庵もひとと

き錦をまとったように華やいだのですと、想像をふくらませてみるの
はな

も味わいがあると思います。

両忘庵釈宗活老師の短歌 『六道游戯集』より
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ひと年を遠きいで湯に旅寝して帰るさりする心地しにけり（注10）

（多田残夢荘新築 住山一年を過ぎてよめる、七十三翁）

多田の山村、残夢荘に隠棲されて

から１年が過ぎ、戦時下の事ゆえ

さぞやご不自由な生活を送られたこ
・ ・ ・

とと思われますが、そのようなこと

には 些 かも執われず、製作三昧に打
いささ とら

ち込み、一日一日を寝食を忘れる程、

充実した時間を過ごされております。

耕雲庵老大師の編纂された『六道游
へんさん

戯集』のはしがきにもありますよう
・ ・ ・ ・

に、【禅余の妙技を奮って製作三昧に

游戯し、刀を執っては楽しみて老い
と

を知らず、筆を 揮 ては寸陰を惜しみて食を忘れ給ふ。】とあります
ふるう

が、彫刻の刀を執れば、彫刻三昧になって生き生きと燃え、筆を揮て

書に向かう時は筆と一体となり、寸暇も惜しんで食事も忘れるほど

没入の日々を送られたことがわかります。

〈ひと年を遠きいで湯〉の歌は静かな山間の温泉にゆったりと遊山
ゆさん

して、心身生き生きとリフレッシュしたようだと詠まれています。何

の製作によらず、作品を生み出すことは苦しみを伴うものであります

が、この歌からは苦しみはおろか、いで湯に遊山したあとのように、

爽やかな心情が吐露されています。何故なのでしょうか？ それは三

昧力からくる絶大な道力の働きから、知らず知らずに生まれる爽やか

さが示唆された歌だからだと思います。

去る５月本部道場において、葆光庵春潭総裁老師のご提唱にもあ
ほうこうあんしゅんたん

りましたように、後期の数息観三昧が本当に身に付いていなくては、

ひと年を――
（『六道游戯集』より）
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このような活き活きとした働きはできないのだと、痛感させられる一
い い

首であります。 （つづく）

（平成22年６月26日、禅フロンテｲアの講話より）

編集部注

（注１）行履：禅宗で、日常の一切の行為。

（注２）六道：書・画・詩・歌・彫刻・陶器の六種類の技芸道をいう。

游戯：「遊戯」に同じ。

（注３）道眼：真理を把握する眼。

（注４）道力：真理どおりに実行する力。

（注５）般若松下：草庵の上には老松が枝を広げている。その松風の音は、万

物を貫いている根本の真理を説いているとの意。禅語では〈古松般若

を談じ、幽鳥真如を弄ず〉という。「般若」は、悟りの智慧。
ろう

（注６）日々是れ好日：「好日」は、めでたいよい日。順境であれ逆境であれ、

自己が随所に主人公となって楽しい日送りをすること。〈晴れてよし曇

りてもよし富士の山 元の姿は変わらざりけり〉という、悠々自適の

境涯。

（注７）主客未分：主観（我）と客観（鶯の声）が一枚に合一した状態。

（注８）明暗双双底：明と暗が表裏一体であり、一切の現象が互いに対立せず、

とけあって自在な関係にあること。

「明暗双双底」の境地：さっぱりして俗気をすっかりのぞいた境界であ

り、鳥も人間も究 竟までつきつめていくと、別物ではなく一つであ
きゅうきょう

るという感慨。

（注９）啐啄同時：鶏が卵から雛をかえすとき、雛は殻をつついて合図をし、
ひな

親鶏はこれに応じて殻をつき破る。雛と親鶏の呼吸が合わないと、殻

はうまく割れず雛は無事にかえらない。そのように、教育の効果を上

げるには師弟間の呼吸の合うことが重要だという例えとして、禅家で

強調された。

（注10）さり：副詞「さ」に動詞の「あり」の付いた「さあり」が音変化した

もの。そのとおりである。そのようである。
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■著者プロフィール

堀井妙泉（本名／美鶴）

昭和３年、函館市生まれ。歌人。新墾賞、北

海道歌人会賞、北海道新聞短歌賞、日本歌人

クラブ北海道ブロック賞受賞。平成２年より

同人歌誌『英』編集発行人を務める。昭和44

年、人間禅芳賀洞然老師に入門。現在、人間

禅師家分上。庵号／蓮 昌庵。
れんしよう

◆日本文化と禅

在りし日の句友たち（二）
淵上 磊山

◆

○小林窓翁居士
そうおう

平成７年３月28日帰寂（享年82歳）

明治生まれながら大変お元気で、高校

では数学を教えておられました。暇な時

間には、幾何の問題を解いているのが一

番のリラックスだと仰しゃっていました。
おっ

当時道場長でありました滄溟庵老居士が、
そうめいあん

老大師を戒師として結婚式をされました

際の仲人でもあります。長年の豊富な登

山の経験がおありで、いつも貴重なアド

バイスをいただいておりましたが、俳句

にも多くの山歩きの作品が見られます。
小林窓翁居士
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あせびつつじ燃えて九重の夏来る 窓翁 （昭44）

うなゐ子よ母の 柩の雪払へ 〃 （昭47）（注1）
ひつぎ

教へ子も我も老いたる炉端かな 〃 （昭47）
ろ ばた

北鎌尾根彼の岩壁を登り來し 〃 （昭48）
か

槍小屋の高さ遠さよ唯登る 〃 （昭48）
やり ただ

槍ｹ岳への登山は74歳であったと思いますが、その気力・脚力に驚

かされます。

足弱の妻を待ちをり春の雨 窓翁 （昭48）

秋風の今日吹き初めて蝶流る 〃 （昭48）
そ ちょう

強霜や大気煙れる田原坂 〃 （昭49）
つよしも けぶ た ばるざか

人二人花に待つなる山の駅 〃 （昭50）
ひとふ た り

紅葉山湯滝に立てる妻若し 〃 （昭51）
もみ じ やま

蒼 穹 や真紅に生れし烏瓜 〃 （昭51）
そうきゅう あ からすうり

元旦の木の間にありし三の岳 〃 （昭51）

断崖に喘ぎ着きたり晩夏光 〃 （昭51）
あえ ばんかこう

恋人も媼となりぬかきつばた 〃 （昭52）
おうな

幾山河越えて八十路や富士の汗 〃 （昭54）
や そ じ

帰去来の君已に亡し山の霧 〃 （昭57）(注2)
すで

日頃は飄 々として至極真面目、話せばにこやか自然体、恋人だっ
ひょうひょう ま じ め

た奥様への心配りも、そのままさらりと詠まれておりました。

○緒方令琳禅子
れいりん

平成17年７月21日帰寂（享年78歳）

昭和56年に亡くなられた中川千巌居士の妹であります令琳さんが入
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門された時、ちょっと驚きでしたが、よ

くぞ御兄妹とその純真さに心打たれたも

のでした。

小学校長を退職されたご主人と過ごさ

れる日々の中、支部行事には熱心に参加

されていました。ところが、その元気な

ご主人が、突然大変な難病にかかり、自

宅療養を余儀なくされ、生活が一変した

のです。

以後、令林さんは介護に専念されるこ

とになり、支部行事でお会いすることも

なくなりました。回復の見込みの薄い病床のご主人と、介護される令

琳さんお二人の明け暮れが続くことになりました。ある時、道友の一

人が気分転換にもと、俳句会への投句を誘ったものでした。これをき

っかけに俳句を詠む気分になられたのでしょう、次第に投句されるよ

うになりました。

何の衒いも計らいもなく、感慨をそのまま綴られた、令琳さんの介
てら つづ

護の日々の句をお読み下さい。

言の葉を失くせし夫や村時雨 令琳 （平14）
な つま し ぐれ

わが心荒ぶる日あり冬野原 〃 （平14）

せめてもと猪口一杯の今朝の春 〃 （平15）
ちょ こ

ただいまと言へば病夫笑む夜半の春 〃 （平15）
つ ま よ わ

夫細り形のままや夏蒲団 〃 （平15）
ぶ とん

うたかたの初恋にも似たり遠花火 〃 （平15）
こ い

一株の白菜漬けて豊かなり 〃 （平15）

今日も又病夫の看護や寒き朝 〃 （平16）

病夫よたて病夫よ歩けや春うらら 〃 （平16）

緒方令琳禅子
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お見舞いの言葉うれしや釣忍 令琳 （平16）
つりしのぶ

ここで、句会への投句はぷつりと途絶えてしまいました。この５月

に自らの身体に変調を覚えて診察を受けられたところ、何ということ

でしょうか、癌に侵されていることが解ったのです。ご夫婦して病床
がん

に臥されるようになったのです。
ふ

この間の消息に詳しい支部の禅子中村慈光さんはじめ、道友の励ま

し、祈りも空しく、翌平成17年７月ご主人の御逝去、そしてその１週

間後には、後を追うようにして令琳さんも幽冥の世界へ旅立たれまし
ゆうめい

た。３年間の短い期間でしたが、俳句に親しまれたことで ご苦労も

いくばくか癒されたことも あったのではないでしょうか。

御命 終の前に、いかにも明るい令琳さんらしい一句を残されまし
みょうじゅう

た。

この一日生きるよろこび梅かほる 令琳 （平17.5 ）

○小沢荷風居士

平成17年８月31日帰寂（享年81歳）

熊本医大で同期生として過ごされた青嶂

庵古幹老師・一行庵義堂老師共々第１回摂
せっ

心会にて入門され、草創期の御苦労を体験
しん え

された一人であります。勤務医としての経

験が長く、その後県南の地に開業されまし

た。お陰で我々は同地方の 猪 料理や白魚
いのしし

漁などをご一緒に楽しませていただきまし

た。

ただし晩年は病気がちで、残念なことに

俳句を拝見することも少なくなりました。 小沢荷風居士
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雲の峯有明海に釣らんとす 荷風 （昭46）

懸命の淡き光を蛍かな 〃 （昭47）

回診の襟を正して今朝の冬 〃 （昭50）

老人の薄暑の愁訴聞く外なし 〃 （昭50）
はくしょ

春の日や夢ささやかに当たり籤 〃 （昭54）
くじ

秋 興 の一日や暮るる寝釈迦岳 〃 （昭55）
しゆうきょう ね じ ゃ かだけ

往診の傘もささずに春の雨 〃 （昭57）

豆飯や母に似て來し妻の味 〃 （昭57）

菊の香や釘打ち敢えず父の棺 〃 （昭58）
あ

火葬して菊あとかたもなかりけり 〃 （昭58）

鳥帰る抑留されし友いづこ 〃 （昭58）

春の宵聞こえぬ母と筆談す 〃 （昭58）

○青嶂庵荒木古幹老師
せいしょうあん

平成19年１月25日帰寂（享年82歳）

青嶂庵老師御帰寂の後、ご遺徳をしのぶ追悼集が同年５月発行され、

また荒木家から遺稿集『正楽

和』が私共団員にも贈られま

して、そのご業績並びに人と

なりをつぶさに知ることがで

きます。ただ老師は早くから

｢牛歩｣の俳号で作句を続けて

おられましたが、上記２集だ

けでは、その全貌を拝察する

ことができませんでした。

老師の俳句作品の一部は、

ご生前に時々は拝見しており
青嶂庵荒木古幹老師



59日本文化と禅

ましたが、その全容についてはよく承知しておりませんでした。その

後院内文芸誌『きぼう』に毎月３句ずつ掲載発表されていたというこ

とを聞き及びまして、老師身辺に深く関わっておられた三光庵老居士

にお願いして、その俳句を摘記していただきました。膨大な句数のほ

んの一部になりますが、ここに紹介させていただきます。

熊蜂に蜜を譲りて蝶軽し 牛歩 （昭46）
ちょう

竜胆を持って親爺は阿蘇路より 〃 （昭47）
りんどう お や じ

南天のひときわ赤き今朝の雪 〃 （昭50）

蝉鳴くや心の石に入る入らず 〃 （昭51）
せみ い い

昭和46年４月、熊本道場落慶式が挙行されました。

昭和49年、青嶂庵の庵号を授与され、識大級へ進級されました。

昭和50年、熊本支部担当師家を拝命されました。
し け

小さき花小さき蕾小さき梅 牛歩 （昭53）
ち ちい ち

手土産はあけび一枝と山の水 〃 （昭58）

無月にも花あり酒あり友ありて 〃 （昭61）

秋天を抱いて五右衛門風呂にあり 〃 （昭63）

秋は恒例の観月会を、そして耕雲庵英山老大師ご在世以来の五右衛

門風呂と、道場での明け暮れがそのまま詠まれております。

終夜灯点きてわびしき冬の暮 牛歩 （平１）
つ

七草を子にも孫にも説きながら 〃 （平４）

さかしまになりて鶫の 椿吸ふ 〃 （平４）
つぐみ つばき

花散るや先師の遺作名は「花びら」 〃 （平４）
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＜花散るや＞の句に「花びら」とあるのは、老大師作品集によりま

すと、盃名「落花」ではないかと推察されますが、盃底に点々と白い
はいめい

花びら模様があり、これで一杯傾けられたことでありましょう。

牡丹や先師の喝と慈悲の目と 牛歩 （平10）
ぼうたん

牡丹や先師の遺影微笑めり 〃 （平13）
ぼうたん ほ ほ え

白梅や先師の若き筆の軸 〃 （平14）

春 寒や先師の軸の優しかり 〃 （平14）
しゅんかん

毎年４月末から５月初めにかけて、本部道場では諸行事が行われて

おりますが、総裁としてこれ等に臨まれる時 老師は老大師を偲ばれ
しの

ること切なるものがあったのでありましょう。

蝉しぐれ茶筅の動き自づから 牛歩 （平２）
ちゃせん

どんどやに去年の茶筅を五つ入れ 〃 （平６）
こ ぞ

初釜や古き大樋の箆捌き 〃 （平11）
おお ひ へ ら さ ば

熊蝉や釜鳴りの音消しにけり 〃 （平13）

熊蝉に合はせ茶筅を振りてをり 〃 （平15）

風炉点前屏風は窓辺の花ざくろ 〃 （平17）
ふ ろ て ま え

こよなくお茶を愛し、自ら深くお茶の道を修しておられました老師

の明け暮れが偲ばれます。

霜柱踏むやこの道果つるまで 牛歩 （平８）

平成８年５月、人間禅第四世総裁に就任されました。＜この道果つ

るまで＞とまさに決意の一句を詠まれております。
・ ・ ・
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頬赤く古老阿蘇路の雪便り 牛歩 （平６）
あ そ じ

エーゲ海望む遺跡や虫の声 〃 （平７）

万作や痴呆老女と童 歌 〃 （平10）
ちほう わらべうた

花御堂浄も不浄も老若も 〃 （平12）
はなみ ど う

三昧の書見を割きし秋の雷 〃 （平12）
さ

冬満月底光りして新世紀 〃 （平13）

桜桃忌青春の業罪深く 〃 （平13）
おうとうき ごうつみ

はかなくもハクモクレンのはかなくも 〃 （平14）

希望激動包みしままに去年今年 〃 （平14）
こ ぞ

名月を見よと老妻声高に 〃 （平14）

北風や病む身の芯を刺す如く 〃 （平15）
しん ごと

着ぶくれて古美術店に微笑翁 〃 （平15）
びしょうおう

古備前に梅一枝の香りかな 〃 （平15）

山茱茰や膝かばふ妻と金婚に 〃 （平16）
ぐ み

寝言云ひつ夢見る老ひし妻の春 〃 （平16）
い

薄き雲十五夜の月そこなはず 〃 （平17）

刻みつつ傘寿の年を終らむと 〃 （平17）

雪便り・旅・痴呆老女・冬満月・桜桃忌・梅・病・金婚・老妻――

日々公私にお忙しい中、悠々と句作りを楽しみ、傘寿を迎えられまし

た。

厳と慈と先師の著書を初読みに 牛歩 （平18.1）

自らを賞めむ四月は八十一 〃 （平18.4）
ほ

生まれしは見渡す限りの花の頃 〃 （平18.4）

梅雨入りを癌病棟より見てをりぬ 〃 （平18.5）
がん

大阿蘇の稜 線かすか春かすむ 〃 （平18.5）
りょうせん

友眠る阿蘇の寝釈迦は霧と雲 〃 （平18.8）
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この年８月以降老師の俳句を拝見することはできませんでした。ま

もなく病状が悪化して入院されたのであります。

俳号「牛歩」そのままに悠々と、念々正念60年。見たまま、感じた

ままをさらりと楽しみ詠まれた数々の俳句を遺されました。
・ ・ ・ ・ のこ

誰が為に笑むや椿の千代錦 牛歩 （平17.12）
た ため

○游雲軒道村古堂居士
ゆううんけん

平成21年４月４日帰寂（享年88歳）

第４回摂心会に参加されて以来、営々60

年修行を続けられた最高齢の古老でした。

住居は阿蘇山への登り口、阿蘇駅近くに

お住まいでした。役場勤務の傍ら、一時

はご商売もされていて、地区に溶け込ん

だ生活の息吹を、直に伝えてくださる方
い ぶ き じか

でありました。

妙 峰庵孤唱老師ご健在の時、古堂居士
みょう ぶ あん

の十八番の肥後琵琶（ 箒 の琵琶をかき鳴
び わ ほうき

らしつつの語りに、ヒッキレベコ、ヒッ

キレベコの囃子が入る。）に大笑されてい
はや し

る写真を たいへん気に入っておられたというので、追憶尋思の写真

として納めております。

切干の甘き匂ひや日をためて 古堂 （昭54）

早苗饗や最後は老の豊年歌 〃 （昭54）（注3）
さ の ぼ り

菊白き兵士の墓碑や杣の庭 〃 （昭58）
そま

猫の子も老も総出や干たばこ 〃 （昭58）

游雲軒道村古堂居士
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初秋や神楽稽古の遠太鼓 〃 （昭60）

大阿蘇を袈裟掛けの野火走りゆく 〃 （昭62）
け さ が

新涼や村に流るる朝の鐘 〃 （昭62）

こんにゃく芋掘る欅落葉の降る中に 〃 （昭63）
けやき

笙 の音の流るる社春立てり 〃 （昭63）
しょう やしろ

水色の袴揺らして春の禰宣 〃 （昭63）
はかま ね ぎ

すぐ近くに西巌殿寺という名刹があり、たびたび句材になっており

ます。こんにゃく芋は自ら栽培し、販売もされました。切干大根・

早苗饗・干し煙草と郷愁を誘う風物の中で営まれている生活の日々が
さ の ぼ り た ば こ

映し出されております。

葉山 椒や縞美しく蝶の羽化 古堂 （昭55）
は さんしょう しま

花栗にむせて下草刈り終る 〃 （昭58）
はなぐり

竹を伐る音のこだまや秋深し 〃 （昭59）
き

禅苑の奥の一隅やぶれ傘 〃 （昭59）
ぜんえん

睡蓮を縫ひ行く鴛鴦に水蒼し 〃 （昭60）
すいれん お し あお

電柱に縄張り宣すか猛り鵙 〃 （昭61）
たけ もず

喜雨来る庭の茄子苗きっと立つ 〃 （平２）
き う きた な す

行事がある度に野の花を採って持参され、野趣を添えていただきま

した。

長旅に妻 餞 の芹ご飯 古堂 （昭60）
はなむけ

着物縫ふ妻の薄肩日脚伸ぶ 〃 （昭61）
ひあ し

畑打ちし妻の背をもむ秋灯下 〃 （昭63）

妻入院春の夕の一人膳 〃 （平２）

梅雨明くる下駄からころと厨妻 〃 （平２）
げ た くりや
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お二人だけでの暮らしの中、共に足腰に支障があり、危惧しておら

れましたが、生来の明るさと、豊かな人間味、話好きの人懐っこさに

魅せられた人々に囲まれて、悠々８８年の生涯を全うされたのであり

ます。

はるか幽冥の界に遊ばれる句友たちへ

萩 芒下露深し禅苑は 磊山
はぎすすき

合掌

編集部注

青嶂庵古幹老師の俳句は、『合掌』第268号：青嶂庵老師追憶尋思特集号で

も紹介されております。いずれも、東京第一支部（現埼京支部）の澤木句会
たくぼく

に投句されたものであります。

窓あけて紺碧の空屏風とす 牛歩（平13.11。最初のご投句）
こんぺき びょうぶ

母逝きて秋深まりし母の部屋 〃

ひとひらの花びらつけて帰りたり 〃

空晴れて残月淡く地は青葉 〃

梅雨晴間風一陣の奢りかな 〃
おご

爪を切る今日は梅雨明け宣言日 〃

うすき雲十五夜の月そこなわず 〃

旅終えて朝の点前や白むくげ 〃

花牡丹一輪活けて茶を点てり 〃
ぼたん い た

茶話のなか泰山木の花開く 〃

原稿を重くかかえて二月尽 〃

頬を刺す風に老翁莞爾とし 〃（平18.1）
かん じ

湯疲れて我が家の床に休みをり 〃（平18.2。最後のご投句）
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（注１）うなゐ子：髪をうない（うなじで束ねたもの。また、うなじのあた

りで切り下げておくもの。）にした子供。元服前の少年。

（注２）帰去来：官職を辞し、郷里に帰るためにその地を去ること。中国の

詩人陶淵明の『帰去来辞』による語。訓読では「かえりなんいざ」、

「さあ帰ろう」の意。

（注３）早苗饗：田植えをおえたあと田の神を送る祭りである。九州から四

国では「さのぼり」、関東から東北では「さなぶり」といい、他に

もいろいろの呼び方がある。各戸で行うところと、村落全体で行う

ところなどいろいろある。家の神棚に供え物をし、農具を飾って、

田植えの結仲間、手伝い衆、早乙女を招いて酒宴をもよおす。これ
ゆい

で農家の仕事に一段落がついて、体を休める。
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